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真菌症起因菌に対する抗酸化剤の影響評価
治 介(閤立医薬品食品衛生研究所)
旧 日 英 昭(千葉大学真菌陛学研究センタ…，生態分野)
福 島和 賞(千葉大学真蘭医学研究センタ…，真繭資源開発分野)
研究成果
緑茶より抽出された EGCg((ω)epigallo-catechin-3-冊 
Ogalate)のCandida属7菌種 (C.albicans，C.troPica仇時 
C. glabrata，C. parapsilosis C. krusei，C. guilliermondii，C. 
dubliniensisi) 21株に対する抗真繭効果について上市さ
れている抗真菌剤 6種の MIC値と比較しながら評価
した. その結果， EGCgはC.glabrata，C. parapsilosis C. 
krusei，C. guilliermondiiに対して日uconazoleと同等かそれ
以上の抗真菌活性を示した.東に C.glabrataに対しでは 
itraconazoleと問等の MIC値を示すことが明らかになっ
た. 今後， 他剤との併用効果についても検討する予定
である.
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